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1990 年代末期からの世界的な動向として，温室効果ガス削減に関する 1997 年の京都議定
書に始まり，2015 年の国連気候変動枠組条約締結国際会議(COP)でパリ協定が合意され，二
酸化炭素(CO2)排出量の削減への取り組みが世界的に加速している．また近年世界的にすべて





なって来ている．よって，2015 年 IEA(International Energy Agency：国際エネルギー機関)
は 2040 年までは内燃機関搭載車，特に xHV(HEV: Hybrid Electric Vehicle, PHV：Plug-in 
Hybrid Vehicle)の製造が増えると予測している． 
また NEDO(New Energy and Industrial Technology Development Organization：国立研













































































/焼付き特性を調べ、ta-C より a-C:H:Si が耐焼付き性が高く、ドロップレットがその原因
であることを明示した。 
②に関しては、この a-C:H:Si コーティングとコーティング無しの鋼ジャーナル(一般的
なエンジンで常用)を比較した結果、流体潤滑領域においては最大約 14 %, EHL(弾性流体
潤滑)領域で約 16 %の摩擦低減と,面圧 181MPa 以上の高耐焼付き性が得られ, 低摩擦化
と耐焼き付き性の両立が可能であることを実証した。流体潤滑(EHL も含む)領域でのジャ
ーナル軸受での摩擦低減効果の報告はなく、本論文で DLC(a-C:H:Si)の EHL 領域での摩
擦低減効果が軸受部で初めて実証されたことになる。 
③に関しては、摩擦調整剤(MoDTC)および極圧剤(ZnDTP)が添加された 0W-20 粘度油
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論文審査委員  （主査）鈴木 徹 
高木 直行 
佐藤 勇 




Fast Reactor : SFR）は重要な選択肢の一つである。その安全性を確認し炉心設計を最適化す
るためには、解析コードによる炉心損傷事故（Core Disruptive Accident : CDA）の評価が不
可欠であり、解析コードには損傷炉心内の現象を記述する物理モデルの充足性と実機評価への
適用性に関する客観的な検討が求められる。SFR における CDA の初期過程を解析するために
過去 30 年にわたって開発・検証が進められている SAS4A は、世界標準的な解析コードとし
て成熟してきているが、損傷炉心内の現象を適切に記述する観点からはモデル改良の余地が残
されている。本研究では、CDA の代表事象の一つである冷却材流量喪失時の炉停止失敗事象
（Unprotected Loss of Flow : ULOF）を対象として、その初期過程において考慮すべき物理
現象を摘出し、これに基づいて SAS4A コードにおける物理モデルの改良を実施することによ
って、FBR の CDA で発生しうる重要な物理現象を網羅した評価を可能し、SAS4A コードの
解析機能及び実機評価における評価範囲の拡張を実現することを目的としている。 
本論文の第 1 章では、CDA 研究の背景と本研究の目的、および本論文の全体構成について




代表事象として ULOF を選定した。 
第 3 章では、仏国で実施された CABRI 炉内試験から得られた高速炉のシビアアクシデント
時の挙動についての実験的知見と数多くの実機評価の経験を基に、SFR の ULOF の初期過程
における主要現象を事象進展に則して整理し、重要度ランクテーブル（Phenomena 
Identification and Ranking Table : PIRT）法による分析を実施した。これらに基づいて
SAS4A における物理モデルの充足性を客観的に考察するとともに、優先度の高い物理現象と
して燃料スタブモーションを摘出している。 


















案した燃料スタブモーションに係る物理モデルは SAS4A コードの解析機能を拡張し、SFR の
実機評価における安全解析の信頼性の向上を達成したと結論付けている。 











































令和 3 年 6 月 19 日に委員向けに発信）。 
 
３．専攻での学位論文の審査および最終試験（論文審査分科会） 
 令和 3 年 6 月 26 日に専攻での学位論文の審査および最終試験（論文審査分科会）を実
施した。本会には、主査及び論文審査委員に加えて本専攻の D◯合資格を持つ構成員（大
鳥教授、河原林教授、中村教授、羽倉准教授、牟田准教授、石山教授、古谷教授、鷲尾教
授）の計 12 名が出席し、オンラインで実施した。 
本会では、主査より、以上の経緯とともに、学力確認試験として川田氏の博士後期課程
在学中の研究活動（学術論文誌への論文投稿と掲載実績、学会等での口頭発表）に関する
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甲第 173 号 
令和 3 年 9 月 20 日 
学位規則第４条第１項該当 
学位論文主題  廃棄物対策の策定に向けた福島第一発電所における Cs 移行挙動に係る研
究 
論文審査委員  （主査）佐藤 勇 
鈴木 徹 
松浦 治明 








析により、SA 時における短期的な FP 挙動（付着に至るまでの放出・移行過程）及び長期的
な FP 挙動（建屋滞留水中 Cs のコンクリート内への浸透等）を正確に評価する必要がある。
本研究では、SA 時の FP 挙動評価の精度向上を通じて 1F 廃炉における廃棄物対策に資する
ため、長半減期核種であり、1F 内の主要汚染源である Cs に着目し、SA 時の挙動のうち特
に不確実さが大きい原子炉冷却系内の化学挙動及びコンクリート内への浸透挙動の評価手法
高度化のためのデータベースや解析手法の構築、移行挙動再現実験を実施した。 
SA 時の炉内各所における FP の移行挙動及び性状評価においては、その支配要因となる化
学形態を正確に取り扱う必要がある。近年の研究において、Cs は、CsI、CsOH の他、CsBO2












験を実施した。その結果、CsI と水蒸気の気相中での化学反応の他、壁面に沈着した CsI が
ステンレス鋼と反応して Cs2CrO4 を生じること及びエアロゾル状 CsI と水蒸気との化学反
応によってガス状ヨウ素が生成することが確認され、FP 化学データベース検証のための有用
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なデータが得られた。 




る Cs 浸透挙動を解析的に評価可能にすることを目的として、3 次元の Cs 浸透解析手法の開
発を実施した。本解析手法においては、コンクリート内の Cs の物質移動として拡散のみを考
慮し、境界条件としてコンクリート表面と Cs 含有水溶液との分配平衡を仮定した。本解析手
法の適用性を検討するため、CsI 水溶液中にコンクリートサンプルを浸漬し、水溶液中の Cs 
濃度の時間変化を測定した結果を、解析結果と比較した結果、コンクリート内への Cs の浸透
により Cs 濃度が徐々に低下する傾向を概ね再現した。このことから、本解析手法がコンクリ
ートへの Cs 浸透に対して適用可能であることが示唆された。 











































らには、Cs の浸透試験において水溶液の pH の影響を加味した実験を行うことは浸透メ
カニズムを考えるうえで重要であるとの今後の研究方向に関するコメントもいただいた。 
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乙第 97 号 
令和 3 年 9 月 7 日 
学位規則第４条第２項該当 
学位論文主題  絶縁被覆接地電極荷電装置における高効率化とオゾン抑制に関する研究 
論文審査委員  （主査）江原 由泰 
中島 達人 
岩尾 徹 































































試験粉体の 0.3-0.5μm 粒子を集じん効率 72.5%で捕集するのに要する電流は，被覆なしの従
来型で 65μA，本研究の試作形状である被覆ありの構造で 7.94μA であった。そのときのオゾ
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ベルと判断される。 
・接地電極を絶縁体で被覆し，かつ端部に金属電極露出させた構造では，端部に蓄積した電荷
によって被覆端部で逆極性の放電が起こり，密度の高いイオンが形成され荷電効率が高まる
というモデルを提示した研究の展開は，十分な博士研究レベルと判断される。 
・接地電極を絶縁体で被覆する構造の荷電部とすることで，大幅なオゾン生成量の低減を実現
することができた。これは，従来の空調機器でオゾン分解フィルタを併用していたところに，
オゾン分解フィルタなしでの構成を可能にして大変意義深く，この技術を実用化に結び付け
ており，十分な博士研究レベルと判断される。 
 
以上の審査結果より，審査委員は全員一致で合格と判定した。 
 
